
松浦川出張所　　「川　ら　版」

・松浦川出張所管内の国管理河川において、洪水時のみに観測可能な低コストの水位計（危機管理型

　水位計）を設置しました。

・松浦川出張所管内には従来の常時水位観測所が３箇所ありますが、これに加えて14箇所に危機管理

　水位計を設置し水位観測網を拡充することで、大雨や夜間に自宅で河川の水位情報を確認でき、

　近隣住民の早期避難行動を支援します。

・危機管理水位計は、河川水位は上昇してから観測を開始し、従来と違い堤防天端（堤防の一番高い

　ところ）から○ｍ下まで水位がきている事がわかります。

主な訓練内容は

①油の河川への流出防止及び拡散防止を目的に

　オイルフェンスを設置

②油の種類、油処理剤の危険性の理解

③水質分析方法
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河川の油流出事故に備え、水質事故対応訓練を行いました。

１１月１７日に唐津市相知町にある相知交流文化センター前の厳木川において、国、佐賀県、
唐津市等の関係機関が合同で訓練を実施しました。河川へ油が流出した場合、迅速な対応
により被害の拡大防止を目的としています。昨年度は松浦川管内の油流出事故件数は０件
でした。

オイルフェンスを両岸に固定。油が拡散
しないように防ぎます。

※オイル吸着マットとは
油の流出防止・拡散防止や油の回収をする
マットの事です。（写真白色部）

※オイルフェンスとは
水面に漏れ出した油の拡散防止のため、水面
上に設置するフェンスの事です。（写真オレン
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厳木ダムの異常洪水時防災操作と事前放流について

事前放流について

事前放流とは大きな洪水が予測されるときに予めダムの治水容量を増やすため、洪水が来る前に放流しておくことです。

令和2年度においては全国の計122ダムで事前放流を実施しています。(厳木ダムでは未実施)

事前放流は洪水が予測される日の最大3日前から開始することがあるため、晴天下でも事前放流により増水することがあり

ます。放流時には川沿いでサイレンや放送で注意を呼びかけますので川に近寄らないようお願いします。

厳木ダムの異常洪水時防災操作について
令和元年の台風19号による洪水では全国の6ダムで異常洪水時防災操作が実施されました。
ダムの異常洪水時防災操作が実施されるとダムへの流入量がそのまま厳木川を流下することとなり、ダム下流で

は急激に水位が上昇します。
また過去の洪水のデータを元に洪水規模を拡大して計算したシミュレーションでは異常洪水時防災操作が始まる

前でも、大雨によりダム下流の河川で既に氾濫している場合もあります。

氾濫が生じると避難は非常に困難になりますので、異常洪水時防災操作の予告のありなしにかかわらず余裕を

持った避難をお願いします。

厳木ダム流入量・放流量シミュレーションおよび中島橋観測所水位の時系列図（S61.7 波形）
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